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謹啓 時下、先生におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格

別のご高配を賜り厚くお礼を申し上げます。 

 さて、このたび「Narrative and Evidence ～私たちのリハ栄養ストーリーを世界へ！

をメインテーマに、第７回日本リハビリテーション栄養研究会学術集会を平成 29 年 11月

25 日（土）に仙台国際センターで開催いたします。 

リハビリテーション栄養は、栄養状態も含めた国際生活機能分類(ICF）で患者や対象者

の評価を行い、病気を抱える人や障害を持つ人、高齢者の身体機能・身体活動、社会参加

を最大限発揮できるような管理を行うことを目的に提唱された新しい概念です。 

本研究会は、平成 23 年 12 月に設立され、教育、研究、啓発、実践など幅広く活動して

きました。その活動の一つに年 1 回の学術集会事業があり、平成 28 年 10 月 22 日に第

6 回学術集会を富山国際会議場で開催しました。学術集会は、研究会を構成する多職種（医

師・歯科医師・看護師・管理栄養士・薬剤師・臨床検査技師・理学療法士・作業療法士・

言語聴覚士・歯科衛生士および、その他医療・介護職）が一同に集い、考え、学び、そし

て発展する事業と位置づけています。 

 つきましては、ご多用中とは存じますが、貴施設職員        氏の学会出張に

関しまして、特段のご配慮を頂けますよう謹んでお願い申し上げます。末筆ながら、貴施

設の益々のご健勝を祈念申し上げます。 

謹白 

記 

１．学術集会企画概要 

集会名称 第 7回 日本リハビリテーション栄養研究会学術集会  

開催目的 リハビリテーション栄養の意義と成果の啓発 

高齢化社会に向けた新たな医療の模索 

開催日時 平成 29 年 11 月 25日（土）  ８：４５～18：00（予定） 

開催会場 仙台国際センター（仙台市青葉区） 

参加予定 約６00～800 人 

対象職種 医療職、介護職  

ホームページ http://www.jarn7th-sendai-2017.org/ 

 

２．参加に際しての費用 

学会有料会員  （事前参加登録）5000円 （当日参加）8000 円 

無料会員・非会員（事前参加登録）7000 円   （当日参加）9000 円 

学生(大学院生除く)  2000 円（当日学生証を確認させていただきます）    

ランチョンセミナー  あり（無料） 

イブニングセミナー あり（無料：11月 24日午後 6 時～開催）  

以上 


